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財
源
確
保
の
た
め
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

内
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つ
い
て
は
市
が
推
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る
も
の
で
は
あ
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ま
せ
ん
。
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広
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。
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2広報平成30年１月１日号

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
７
月
の
市
長
就
任
か
ら
６
か
月
、

先
人
が
築
か
れ
た
本
市
の
舵
を
取
る
、

そ
の
重
責
を
日
々
感
じ
な
が
ら
市
政
運

営
に
ま
い
進
し
て
い
ま
す
。
植
物
は
、

根
が
し
っ
か
り
張
ら
な
け
れ
ば
、
き
れ

い
な
果
実
も
実
り
ま
せ
ん
。
市
政
運
営

も
同
様
で
、
少
し
で
も
早
く
き
れ
い
な

花
を
咲
か
せ
た
く
な
り
ま
す
が
、
ま
ず

は
し
っ
か
り
根
を
張
れ
る
よ
う
、
市
民

参
加
や
組
織
の
活
性
化
な
ど
、
目
立
た

な
く
て
も
重
要
で
あ
る
点
に
は
、
特
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
４
月
に
合
併
８
年
目
を
迎
え
る

本
市
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
普

通
交
付
税
の
縮
減
、
人
口
減
少
問
題
な

ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、「
市
民

が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

が
事
業
提
案
や
率
直
な
意
見
を
述
べ
ら

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
整
え
る
と
と
も

に
、
核
家
族
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
な
ど
に
よ
り
低
下
し
つ
つ
あ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
へ
の
危
機
感
を
背

景
と
し
た
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
、
各

種
施
策
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
子
育
て
・
教
育
環

境
の
充
実
や
公
共
交
通
体
系
の
再
編
な

ど
に
よ
る
定
住
促
進
、
企
業
誘
致
や
起

業
支
援
な
ど
に
よ
る
雇
用
の
安
定
化
と

産
業
振
興
、
歴
史
や
文
化
・
自
然
と
い

っ
た
豊
富
な
観
光
資
源
を
生
か
し
た
観

光
振
興
な
ど
、
本
市
独
自
の
魅
力
を
磨

き
上
げ
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
巨
大

地
震
に
備
え
る
防
災
・
減
災
対
策
を
引

き
続
き
重
点
施
策
と
位
置
付
け
る
と
と

も
に
、
公
共
施
設
再
配
置
第
１
次
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
は
、
皆
さ

ま
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を

参
考
に
、
本
年
３
月
ま
で
に
見
直
し
の

方
向
性
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
、
市
民
同
士
が
強
い
信

頼
関
係
で
結
ば
れ
、
一
体
と
な
っ
た

「
チ
ー
ム
西
尾
市
」
で
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
、
未
来
に
夢
と
希
望
が
持
て
る

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

明

チーム西尾市で夢と希望が
持てるまちづくり

西尾市長　中村　健

平
成
３０
年

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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毅
き

然
ぜん

とした態度で諸課題
に挑戦

西尾市議会議長　鈴木武広

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
市
議
会
に
対
す
る
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
６
月
に
、
市
長
・
市
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い
体
制
で
市
政

が
始
ま
り
ま
し
た
。
合
併
以
降
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
る
公

共
施
設
再
配
置
第
１
次
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
見
直
し
・
凍
結
さ
れ
、
本
年
３
月
中

に
結
論
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
結
論
次
第
で
、
本
市
の
将
来

が
決
ま
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
議
会
と
し
て
は
、
十
分
に

議
論
を
尽
く
し
、
本
市
に
と
っ
て
一
番

良
い
方
向
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
他
に
も
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
備

え
た
防
災
・
減
災
対
策
、
公
共
交
通
機

関
の
存
続
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
な
ど
、
本
市
で
は
推
進
す
べ
き
重
要

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
長
年
の

課
題
で
あ
っ
た
西
尾
駅
西
広
場
整
備
事

業
で
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
が
本

年
10
月
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
12
月

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
平
成
34
年
４

月
に
開
校
が
予
定
さ
れ
る
県
立
特
別
支

援
学
校
の
誘
致
も
具
体
的
な
実
現
に
向

か
う
喜
ば
し
い
年
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
合
併
特
例
の
地
方
交
付
税

が
段
階
的
に
減
額
さ
れ
る
な
ど
、
財
政

事
情
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
国
や
県
か

ら
の
補
助
金
確
保
へ
向
け
て
市
議
会
も

積
極
的
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
度
に
施
行
し
た
「
西
尾
市
議
会

基
本
条
例
」
の
基
本
理
念
は
、「
議
会
は
、

議
会
及
び
市
長
の
二
元
代
表
制
の
下
、

市
民
の
代
表
と
し
て
、
自
覚
と
誇
り
を

持
っ
て
、
そ
の
負
託
と
信
頼
に
応
え
る

も
の
と
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

理
念
の
下
、
市
議
会
議
員
一
同
、
本
市

が
直
面
す
る
喫
緊
の
難
題
解
決
に
向
け
、

毅
然
と
し
た
態
度
で
諸
課
題
に
果
敢
に

挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
に
も
増

し
て
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

明
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新春市民文芸平成３０年

楪
や
娘
に
ゆ
づ
る
レ
シ
ピ
帳

卒
寿
ま
で
生
き
て
悔
な
し
年
新
た

兄
嫁
と
巡
る
七
福
詣
か
な

博
士
号
受
く
と
教
え
子
初
便

連
鶴
の
箸
置
に
置
く
祝
箸

謙
虚
さ
を
宝
と
し
た
し
初
茜

今
更
に
我
が
身
愛
し
き
初
湯
か
な

手
擦
れ
た
る
三
方
大
き
歯
朶
飾
る

賑
や
か
に
女
系
家
族
の
初
座
敷

老
人
力
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
五
万
米
噛
む

床
の
間
は
球
子
の
赤
富
士
迎
春
花

淑
氣
満
つ
と
は
大
前
の
さ
ざ
れ
石

新
春
や
願
え
ば
軽
き
抱
き
地
蔵

平
穏
な
日
々
を
願
ひ
て
年
明
く
る

初
凪
や
蛭
子
岬
に
鳶
の
笛

手
の
破
魔
矢
鈴
の
音
さ
へ
も
あ
り
が
た
し

離
れ
住
む
家
族
の
絆
福
寿
草

か
が
み
も
ち
わ
た
し
の
よ
う
に
ま
ん
ま
る
い

年
が
じ
ょ
う
み
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
た
い

佐
久
島
だ
い
こ
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
お
正
月

年
が
じ
ょ
う
先
生
ぼ
く
に
く
れ
る
か
な

ポ
ス
ト
に
は
犬
が
い
っ
ぱ
い
年
が
じ
ょ
う

年
賀
状
毎
年
増
え
る
友
達
も

除
夜
の
か
ね
い
や
な
気
持
ち
追
い
は
ら
う

年
が
じ
ょ
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
ど
け
よ
う

年
明
け
て
な
ぜ
か
気
持
ち
い
い
朝
の
風

初
日
の
出
わ
た
し
に
元
気
く
だ
さ
い
な

今
年
こ
そ
み
ん
な
に
勝
つ
ぞ
こ
ま
回
し

お
と
し
だ
ま
母
の
さ
い
ふ
が
ち
ょ
き
ん
箱

お
年
玉
中
身
は
い
く
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

今
年
こ
そ
大
吉
ひ
い
て
幸
福
に

年
賀
状
紙
一
枚
で
届
く
気
持
ち

新
年
だ
自
分
の
心
を
入
れ
か
え
よ
う

成
績
で
す
べ
て
が
決
ま
る
お
年
玉

お
年
玉
じ
じ
ば
ば
毎
年
あ
り
が
と
う

今
は
ほ
し
い
お
年
玉
よ
り
合
格
が

年
賀
状
今
か
今
か
と
待
つ
家
族

新
年
の
目
標
立
て
て
学
校
へ

　新春にあたり、俳句・短歌・川柳を募集したところ、俳句の部では８７３人から１,２６７句（う
ち小・中学生８４０人から１,１８５句）、短歌の部では２９人から７７首、川柳の部では２４人から７０句の
応募がありました。たくさんのご応募ありがとうございました。
　俳句の部は加古宗也氏、短歌の部は斎藤すみ子氏、川柳の部は西尾文化協会西尾川柳会に
審査していただいた結果、次の皆さんが入選しました。おめでとうございます。

貝
吹
町　
　
　
磯
貝
き
み
子

厨
房
に
男
立
ち
お
り
雑
煮
鍋

一
色
町　
　
　
中
川
喜
代
子

永
吉
四
丁
目　
小
野
田
み
よ
子

つ
く
し
が
丘
六
丁
目　
古
賀　
敦
子

駒
場
町　
　
　
信
川　
芳
枝

上
羽
角
町　
　
乙
部　
妙
子

下
永
良
町　
　
榊
原
さ
ち
よ

永
吉
町　
　
　
石
川　
英
一

鵜
ケ
池
町　
　
冨
永　
幸
子

駒
場
町　
　
　
石
川
し
づ
子

下
羽
角
町　
　
濱
嶋　
君
江

丁
田
町　
　
　
太
田
小
夜
子

花
蔵
寺
町　
　
三
浦　
貞
子

伊
文
町　
　
　
原
田　

恵

家
武
町　
　
　
水
頭
う
た
子

熊
味
町　
　
　
蓮
沼　
　
健

巨
海
町　
　
　
水
野　
謙
二

家
武
町　
　
　
神
取　
和
子

西
野
町
小
１
年　
石
川　
京
佳

佐
久
島
小
１
年　
千
田　
咲
希

佐
久
島
小
２
年　
勢
力　
　
大

八
ツ
面
小
３
年　
石
川　
冬
真

八
ツ
面
小
３
年　
浜
詰　
和
香

西
野
町
小
３
年　
永
谷　
桜
我

一
色
中
部
小
４
年　
各
務　
煌
月

一
色
東
部
小
４
年　
荒
川　
美
衣

八
ツ
面
小
４
年　
畑　
　
快
空

西
野
町
小
５
年　
杉
浦　
佑
彩

佐
久
島
小
５
年　
髙
橋　
奏
翔

八
ツ
面
小
５
年　
石
川
こ
な
み

八
ツ
面
小
６
年　
石
川　
美
玖

八
ツ
面
小
６
年　
畑　
　
沙
空

横
須
賀
小
６
年　
稲
垣　
大
智

八
ツ
面
小
６
年　
松
本　
　
希

鶴
城
中
２
年　
杉
浦　
茉
絋

西
尾
中
３
年　
小
林　
千
紗

西
尾
中
３
年　
板
倉　
僚
哉

西
尾
中
３
年　
寺
田　
　
源

西
尾
中
３
年　
古
尾　
珠
基
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杖
代
わ
り
孫
の
肩
借
り
初
詣

お
年
玉
ね
だ
る
孫
に
は
呆
け
た
ふ
り

母
の
手
の
握
力
に
見
る
生
き
る
意
志

買
初
の
コ
ン
ビ
ニ
で
足
る
老
ひ
暮
ら
し

ご
馳
走
も
メ
タ
ボ
哀
し
や
配
給
に

戦
無
き
平
和
に
感
謝
初
み
空

老
の
春
忘
れ
上
手
を
胸
に
決
め

老
人
と
言
わ
れ
横
向
く
お
ら
が
春

冬
の
鍋
輪
に
な
り
食
べ
る
大
家
族

背
丈
の
び
見
上
げ
る
孫
に
髭
も
あ
り

遠
き
日
の
思
い
で
話
初
電
話

年
重
ね
シ
ワ
シ
ミ
共
に
仲
好
ね

観
る
気
な
ど
な
い
テ
レ
ビ
観
て
寝
正
月

㐂
寿
の
妹
笑
え
ば
見
え
る
糸
切
歯

丸
餅
が
恐
れ
て
通
る
老
い
の
喉

難
聴
の
声
に
張
り
あ
る
初
電
話

消
防
士
隊
列
凛
々
し
出
初
式

半
島
に
抱
か
れ
穏
し
き
三
河
湾
波
の
穂
光
り
て
初
日
昇
り
来

新
藁
に
て
注
連
縄
な
え
ば
仄
か
に
も
匂
う
宮
居
に
準
備
整
う

初
日
の
出
待
つ
人
温
も
る
浜
焚
火
流
木
の
火
は
ほ
の
ぼ
の
と
立
つ

東
雲
の
雲
間
よ
り
射
す
初
光
に
い
く
つ
か
照
り
ぬ
な
な
か
ま
ど
の
実
は

激
動
の
昭
和
一
桁
卒
寿
ま
で
生
く
る
し
あ
わ
せ
を
神
に
感
謝
す

八
ツ
面
、
山
の
端
お
ぼ
ろ
に
明
る
み
て
今
し
出
で
来
む
初
日
の
出
待
つ

新
春
の
明
る
く
な
り
ゆ
く
山
の
端
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ト ピ ッ ク ス

　公共施設再配置第１次プロジェクトにより、一色町
公民館と一色学びの館、一色健康センターの３館を
「いっしき市民交流広場（仮称）」として改修しています。
　４月１日にリニューアルする一色町公民館の２階・
３階の一部と、一色健康センターの一部を、一色地域
交流センターに変え、生涯学習以外の目的でも利用で
きるようになります。リニューアルに先立ち、１月４
日㈭から４月以降の利用の申請を受け付けます。
　いっしき市民交流広場（仮称）の３館について詳しく
は、広報にしお３月１日号でお知らせします。
開館時間　午前９時～午後９時
休館日　月曜日、１２月２９日～１月３日

●申請から利用までの流れ

▼一色町公民館
　①利用団体に登録し、団体登録カードを受け取る
②カードを提示し、利用許可申請書を提出する

　③利用許可書を受け取る
④利用日に許可書を提示し、使用料を現金で支払っ
た後、施設を利用する
※申請できる日は、カード右上に貼ってあるシール
の色（団体の種類）により異なります。赤色は利
用日の３か月前、黄色は２か月前、青色は１か月
前の月の初日からです。

▼一色地域交流センター
　①利用許可申請書を提出する
　②利用許可書を受け取り、使用料を現金で支払う
③利用日に許可書を提示し、施設を利用する。ホー

ルなどで舞台道具や照明・音響設備などを使用す
る場合は、利用日に使用料を現金で支払う
※申請などは、一色町公民館の窓口で受け付けてい
ます。申請できるのは、利用する日の１年前の月
の初日からです。

使用料　下表のとおり　
※一色地域交流センターを営業などの目的で利用す
る場合の使用料は、下表の２倍。また、市外の方
が利用する場合は下表の１.5倍。市外の方が営業
などの目的で利用する場合は下表の３倍

問一色町公民館（☎７２ ・ ３４１１）

※１は電動いすを使用する場合、※２は電動いすを使用しない場合の金額

※表中の時間の区分は、次のとおりです。
　 ▼午前…午前９時～午後１時
　 ▼午後…午後１時～５時
　 ▼夜間…午後５時～９時

一色町公民館と一色地域交流センターが４月１日にリニューアル
１月４日から、４月以降の利用の申請を受け付け

一色町公民館の使用料 一色地域交流センターの使用料
金　　額

階 部屋名 定員 午 前 午 後 夜 間

２

研修室１ ４０人 ４００円 ４００円 ４００円
研修室２ １６人 ３００円 ３００円 ３００円
研修室３ ２４人 ２００円 ２００円 ２００円
和室 ２０人 ４００円 ４００円 ４００円
工作室 ２６人 ４００円 ４００円 ４００円
茶室 ２０人 ６００円 ６００円 ６００円

金　　　額
配置 階 部 屋 名 定 員 午  前 午  後 夜  間
一
色
町
公
民
館
・

一
色
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内

１ ホール
舞台

5２７人
２,5００円 ２,5００円 ２,5００円

客席 ３,４００円 ３,４００円 ３,４００円
多目的ホール ２,３００円 ２,３００円 ２,３００円

楽屋 　２４人 　　６００円 　　６００円 　　６００円
２ 視聴覚室・音楽室 　４８人 　　７００円 　　７００円 　　７００円

３
多目的ホール １００人 １,5００円 １,5００円 １,5００円
コンベン
ション
ホール

ステージ・控室 　８０人 　　３００円 　　３００円 　　３００円
ホール 　　９００円 　　９００円 　　９００円

一
色
健
康
セ
ン
タ
ー
内

１

キッチンスタジオ 　２８人 　　5００円 　　5００円 　　5００円

ふれあい
ホール

ステージ
３００人

１,０００円 １,０００円 １,０００円
ホール　※１ １,９００円 １,９００円 １,９００円
ホール　※２ １,６００円 １,６００円 １,６００円

２ 和室 　２０人 　　３００円 　　３００円 　　３００円
談話室 　１２人 　　２００円 　　２００円 　　２００円

集う

休む
憩う

学ぶ

一色町公民館
一色地域交流センター 一色学びの館

一色健康センター
子育て支援センターいっしき
一色地域交流センター

一色健康センターは
子育て・多世代交流
プラザに改称（予定）

いっしき市民交流広場（仮称）

　ＰＦＩ事業の見直し方針が決まるま
では、今までどおり施設を利用できま
す。予約方法などは変更ありません。

吉良町公民館は当面利用できます
・・
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対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

交通規制日時　１月２８日㈰　午前９時２０分～正午
交通規制場所　一色町体育館周辺のマラソンコース内
　　　　　　　（コース略図のとおり）

●大会の概要
時１月２８日㈰　午前８時４０分～正午
　※スタート時間などは下表のとおり
他大会当日、一色町体育館や一色Ｂ＆Ｇ海洋センター
などは午後３時から開館します。

問スポーツ課振興担当（☎5４・０００２／総合体育館内）

・ ハーフマラソン
・ 10㎞コース略図

一色大橋西

一色中学校正門
交差点
一色中学校正門
交差点

西塩浜

味沢漁港味沢漁港

西実録
第二桶門
西実録
第二桶門

西部ポンプ場西部ポンプ場

一色大橋一色大橋

一色港一色港
一色
さかな村
一色
さかな村

一色
さかな広場
一色
さかな広場

一色中学校一色中学校
一色町体育館一色町体育館

B&GB&G

細川排水機細川排水機

至国道247号至国道247号

至国道
247号
至国道
247号

至国道
247号
至国道
247号

10㎞折り返し10㎞折り返し

ハーフ折り返しハーフ折り返し

ゴ
ー
ル

ゴ
ー
ル

ス
タ
ート

ス
タ
ート

第5３回一色マラソン大会の交通規制にご協力を

・一色大橋西交差点から西側の
コースは、最終ランナー通過
後、順次規制を解除
・一色大橋西交差点～一色中学
正門交差点は、午前１１時３０分
ごろに規制を解除。解除後、
一色Ｂ＆Ｇ海洋センター駐車
場からのみ車を出せます。

スタート 種 目 距離

９時３０分

３９歳以下男子
４０歳代男子
5０歳以上男子
３９歳以下女子
４０歳以上女子

ハーフ

９時４０分

高校男子
高校女子
４９歳以下男子
5０歳代男子
６０歳代男子
７０歳以上男子
３９歳以下女子
４０歳以上女子

５㎞

９時４5分

高校男子
３９歳以下男子
４０歳以上男子
一般女子

１０㎞

１０時００分 中学男子 ３㎞
１０時０３分 中学女子 ３㎞
１０時２０分 小学５・６年男子 ２㎞
１０時２２分 小学５・６年女子 ２㎞
１０時２４分 小学１～４年男子 ２㎞
１０時２６分 小学１～４年女子 ２㎞
１０時２８分 ジョギング ２㎞

　ＰＦＩ手法を用いた公共施設再配置第１次プロジェ
クトに対する市民の皆さんの意見を把握し、今後の見
直しの参考とするため、無記名のアンケートを実施し
ます。
　アンケートを１２月２０日に郵送しました。届いた方は
ご協力ください。
対市内在住の１８歳以上の方の中から無作為に選んだ
３,０００人

提出方法　１月１２日㈮までに、アンケートを同封の返
信用封筒でＰＦＩ事業検証室計画担当へ。

問ＰＦＩ事業検証室計画担当（☎６5・２３８３）

公共施設再配置第１次プロジェクト
ＰＦＩ事業に関するアンケートにご協力ください

封筒には、①アンケート用紙と②アンケートの返信用封
筒の他、参考資料とモニター募集資料も同封しています。

① ②
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佐久島クラインガルテンの利用者を募集
　宿泊・滞在しながら農業を体験できる「佐久島クラ
インガルテン」の利用者を募集します。
対次の①～⑦の要件を全て満たす方
①佐久島に住所を有しない
②自ら農園を耕作する（グループ利用可）
③共益部分の共同作業に積極的に参加する
④年間７０日以上農園を利用する（１泊利用は２日と
みなす）
⑤島民や他の利用者と積極的に交流する
⑥島内の各種行事に積極的に参加する
⑦同施設に関する条例・規則などを遵守する

募集区画　３区画
※申し込み多数の場合は書類審査と公開抽選で利用
者を決定

施設の位置　一色町佐久島西平地６１―1
施設の概要　
▶ラウベ（宿泊施設／１０区画）…木造１階建（ロフ
ト・キッチン・バス・トイレ・エアコン／延床面

積約5３㎡）、駐車スペース、農園約７０㎡（冷蔵庫・
テレビなどは利用者で設置）
▶管理棟…談話室や厨房、農機具庫、洗濯室など
※コイン式の洗濯機、貸し出し用農機具・草刈機
などが備えてあります。

▶その他…バーベキュー施設、共同農園、ビニール
ハウス農園など

利用期間　４月１日～３１年３月３１日
　※５年を超えない範囲で更新できます。
￥年額４８万円
　※光熱水費は別途利用者負担
申問１月１０日㈬～３１日㈬に、申請書・アンケート用紙
・利用者の住民票の写し（世帯全員の記載があるも
の）を、直接または郵送で佐久島振興課離島振興担
当（☎７２・９６０７／〒４４４―０４２４一色町小藪船江東１７６／
さくナビ内）へ。当日消印有効。申請書とアンケー
ト用紙は同課に用意。佐久島公式ホームページでダ
ウンロードもできます。

ト ピ ッ ク ス

西尾市表彰式で２１人と１法人を表彰
１１月１７日、文化会館で２９年西尾市表彰式を行い、各

分野で功績のあった２１人と１法人を表彰しました。
　受賞されたのは次の皆さんです。（敬称略）

●自治功労表彰
・市長として市政の発展に貢献…榊原康正（桜木町）
・市議会議員として市政の発展に貢献…田中弘（熊味
町）、髙須一弘（一色町）、工藤光雄（つくしが丘四
丁目）

●一般表彰
・農業の開発振興に貢献…川上万一郎（野々宮町）

・社会事業の推進に貢献…小川長（岐阜県関市）、外
山修（平坂町）、深見芳子（吉良町）、髙松均（天王
町）、岡田光祥（寺津町）

・保健衛生に貢献…深見武志（一色町）、近藤重弘（上
矢田町）、松本淳志（南旭町）
・危険物保安に貢献…松崎三木男（熊味町）
・防災に尽力…犬塚秀司（平坂町）、杉浦和之（米津
町）、河嶌文雄（下羽角町）、稲垣潤（中畑町）
・交通安全活動に尽力…田中禎二（道光寺町）
・公共福祉の向上に貢献…神谷信子（南旭町）
・公益のため市に多額の私財を寄付…株式会社デンソ
ー（下羽角町）

●体育賞顕彰
・第８４回全国高等学校総合体育大会
　１００ｍバタフライ５位、第３９回全
　国ＪＯＣジュニアオリンピックカ
　ップ夏季水泳競技大会１００ｍバタ
　フライ準優勝、日本選手権水泳競
　技大会１００ｍバタフライ１６位、第
　６回世界ジュニア水泳選手権大会
　１００ｍバタフライ４位…石川愼之
　助（吉良町）
問秘書課秘書担当（☎６5・２１７１）
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対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

２９年１０月～１２月に、高齢者のインフルエンザ予防接
種の費用を助成しましたが、ワクチンの不足による接
種の遅れがあるため、期間を延長します。
対２９年１２月３１日現在で６5歳以上の方、または６０歳以上
６5歳未満で心臓・じん臓・呼吸器の機能またはヒト
免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害（いずれ
も身体障害者手帳１級相当）のある方

接種期間　１月３１日㈬まで
接種場所　市内の医療機関
※実施しない医療機関もあります。

個人負担金　１,5００円
※医療機関の窓口でお支払いください。特別助成対
象者は無料

特別助成対象者の証明書・接種券の発行
▶生活保護世帯・中国残留邦人等支援給付受給世帯
…直接福祉課へ。

▶住民税非課税世帯…自動車運転免許証などの身分
証明書を直接各保健センターまたは各支所へ。同
一世帯以外の方が手続きする場合は委任状が必要

※２９年１２月３１日が期限の証明書・接種券は、１月３１
日㈬まで利用できます。

問西尾市保健センター（☎5７・０６６１）
吉良保健センター（☎３２・３００１）

「高齢者のインフルエンザ予防接種」の費用の助成期間を延長

市外の医療機関でも受けられます
高齢者のインフルエンザ予防接種は

対左の対象者のうち、次の①～③のいずれかに該
当する方
①市外にかかりつけ医がいる方
②市外の高齢者施設などに入所している方　
③市外の病院などに長期入院治療している方

申電話で西尾市保健センター（☎5７・０６６１）へ。
１０日程度で、必要書類を郵送します。

他▶接種前に申請してください。
　▶接種を希望する医療機関が協力医療機関にな
っているか確認の上、お申し込みください。
県医師会ホームページ
で、県内の協力医療機
関を確認できます。
▶特別助成対象者は別に
書類が必要です。西尾
市保健センターへお問
い合わせください。
▶２９年１２月３１日が期限の
連絡票をお持ちの方は、
お問い合わせください。

三ヶ根山どんどまつり・はず夢ウォーク
●三ヶ根山どんどまつり
風を治める祈願凧

だこ

の供養
（納めどんど凧供養）や正月
飾りなどのお焚

た

き上げ、近隣
の宿泊施設から出る箸の供養
を行い、商売繁盛や無病息災、
食中毒防止などを祈願します。
市内各所に設置している「祈願凧」に、皆さんの願い
事をぜひ記入してください。
時１月２１日㈰　午前１１時～正午
場三ヶ根観音（東幡豆町）
祈願凧設置場所　市役所市民ロビー（１階）、福地南部
小学校、佐久島行船のりば、吉良町公民館、吉良図
書館、幡豆図書館、名鉄西尾駅構内、道の駅にしお
岡ノ山、愛知こどもの国、アイシン健保三ヶ根山荘
（東幡豆町）、グリーンホテル三ヶ根（東幡豆町）、三ヶ
根観音、ポートタウンミュー（西幡豆町）

他午前１０時から甘酒接待。なくなり次第終了
問商工観光課観光担当（☎６5・２１６９）

●第４４回はず夢ウォーク
　新春恒例の三ヶ根山トレッキング。山頂部からは、
眼下の三河湾、渥美半島越しの太平洋、冠雪の南・中
央アルプスなど、３６０度の大展望が期待できます。三
ヶ根山どんどまつりと併せてお楽しみください。
対どなたでも　※小学生以下は保護者同伴
時１月２１日㈰　※荒天中止
　▶スタート受け付け…午前８時３０分～１０時

▼ゴール受け付け…午後３時まで
集合場所　名鉄東幡豆駅
コース　東幡豆駅～風越峠～鹿川神明宮～三ヶ根観音
　～幡豆料金所～国道２４７号上畑交差点～東幡豆駅
　※約１２.２㎞
￥無料
持食事、飲み物、雨具など
他①完歩者に、はず夢ウォークオリジナルピンバッジ
を先着で進呈します。

　②歩行中の負傷などは各自で対応してください。
問幡豆公民館（☎６３・０１３０）
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スマートフォンなどでメッセージを無料でや
り取りできるアプリ「LINE」。そのビジネスア
カウント「LINE＠」に市観光協会アカウントを
開設しました。今後、定期的に西尾の魅力を発
信します。
問観光案内所（☎57・7840／名鉄西尾駅構内）

登録から利用のまでの流れ
①スマートフォンやタブレットに「LINE」アプ
リをダウンロードする
②「LINE」を起動し、「友だ
ち追加」で「QＲコード」
を選び、右のQＲコード
を読み取る
③友だちに追加する
④西尾の観光情報が定期的に配信される

「GOGO！　三河湾！　にしおプレゼントキ
ャンペーン」を開催中です。LINE＠で市観光協
と友だちになってクイズに答えると、正解者の
中から抽選で、市内の宿泊施設ペア宿泊券や特
産品などが当たります。ぜひ、ご応募ください。
時１月３１日㈬まで

５５０人にプレゼント！

始めました

森温音さん（右）
キャンペーンレディのおかげ
で、多くの方と出会い、貴重な
経験ができています。参加した
イベントにそれぞれの思い出が
あり、本当に楽しかったです。
任期も残り半年。西尾をＰＲし
ながら、自分自身も成長してい
きたいと思います。

西尾祇園祭で多くの方に声を
掛けてもらえたことが、心に残
っています。踊ろっ茶・西尾！！
では、市民の皆さんと一緒に踊
り、楽しい思い出になりました。
任期が残り半年になり、寂しい
気持ちもありますが、西尾の良
さを広めていきます。

鈴木里代奈さん（中）

さまざまなイベントなどで西尾市の魅力を
広めている「西尾キャンペーンレディ」の皆
さん。就任から半年が経ち、活動の感想が届
きました。
問商工観光課観光担当（☎６5・２１６９）

大谷恵理子さん（左）
西尾祇園祭やきらまつりなど
で、皆さんから温かい言葉を掛
けてもらったことが印象に残っ
ています。呈茶サービスでは、
「西尾の抹茶は飲みやすくてお
いしい」という声を聞くことも
できました。西尾の魅力を伝え
られるように頑張ります。

キャンペーンレディだより

旬の観光情報を配信

10広報平成30年１月１日号

P10 観光infomation.indd   10 2017/12/18   14:03:21



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
力
を
合
わ
せ
て

82

対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物　申申込・申請　他その他　問問合先

対
３
歳
以
上
の
方

時
１
月
２
日
㈫
～
31
日
㈬　
午
前

1０
時
～
午
後
４
時
（
月
曜
日
を

除
く
／
受
け
付
け
は
午
後
３
時

3０
分
ま
で
）

場
ゆ
う
ひ
が
丘
わ
く
わ
く
工
房

内
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
絵
馬
に

願
い
事
を
書
き
ま
す
。

￥
無
料

他
事
前
申
し
込
み
は
不
要

対
３
歳
以
上
の
方

時
１
月
２
日
㈫
～
31
日
㈬　
午
前

1０
時
～
午
後
４
時
（
月
曜
日
を

除
く
）

場
中
央
管
理
棟
キ
ッ
ズ
プ
レ
イ
ル

ー
ム

内
レ
ー
ル
を
自
由
に
組
み
立
て
、

電
車
や
汽
車
を
走
ら
せ
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

時
１
月
６
日
㈯
～
８
日
㈷　
午
前

1０
時
～
午
後
４
時

場
園
内
各
所

内
①
あ
そ
び
キ
ッ
ト
で
あ
そ
ぼ
う

②
お
正
月
遊
び
ブ
ー
ス　
③
何

枚
着
れ
る
か
！？　
ふ
く
ふ
く
チ

ャ
レ
ン
ジ
！　
④
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
に
チ
ョ
ー
ク
で
絵
描
初
め　

⑤
懐
か
し
の
紙
芝
居
公
演
（
６

日
の
み
）　
⑥
ど
う
ぶ
つ
さ
ん

パ
ー
ク
（
７
日
・
８
日
の
み
）

￥
無
料

他
事
前
申
し
込
み
は
不
要

対
３
歳
以
上
の
方

時
１
月
２
日
㈫
～
31
日
㈬　
午
前

1０
時
～
午
後
４
時
（
月
曜
日
を

除
く
／
受
け
付
け
は
午
後
３
時

3０
分
ま
で
）

場
中
央
管
理
棟
キ
ッ
ズ
プ
レ
イ
ル

ー
ム

内
ひ
の
き
の
積
み
木
と
絵
本
で
遊

び
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

時
１
月
２７
日
㈯
・
２８
日
㈰　
午
前

1０
時
～
午
後
４
時

場
ゆ
う
ひ
が
丘

内
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
公
演

対
ど
な
た
で
も

時
１
月
２７
日
㈯
～
３
月
２５
日
㈰　

午
前
1０
時
～
午
後
４
時

場
中
央
広
場
一
帯

※
受
け
付
け
は
中
央
管
理
棟

内
園
内
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
謎
を

解
き
、
冬
に
閉
ざ
さ
れ
た
２
つ

の
王
国
を
救
い
ま
す
。

￥
無
料

他
事
前
申
し
込
み
は
不
要

問
佐
久
島
振
興
課
（
☎
７２
・
９
６
０
７
）

【
佐
久
島
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://sakushim
a.com

問愛知こどもの国（☎６２・４１５１）

佐
久
島
で
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
ア
マ
モ
の
移
植

活
動
や
古
墳
の
整
備
な
ど
の
「
島
お
こ

し
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
年
の
初
め
に
行
わ
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
「
黒
壁
運
動
と

里
山
づ
く
り
」
で
す
。
島
に
は
、
西
地

区
を
中
心
に
黒
壁
の
街
並
み
が
残
り
、

「
三
河
湾
の
黒
真
珠
」
と
称
さ
れ
て
い

ま
す
。
強
い
潮
風
か
ら
建
物
を
守
る
た

め
、
家
屋
の
板
壁
に
は
か
つ
て
、
コ
ー
ル

タ
ー
ル
が
塗
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、

黒
壁
の
景
観
を
守
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
黒
色
の
ペ
ン
キ
を
家
屋
の

板
壁
に
塗
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
大
島
で

は
梅
の
木
の
手
入
れ
な
ど
の
里
山
づ
く
り

の
活
動
が
行
わ
れ
、
春
先
に
は
花
が
色
鮮

や
か
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
迎
え
る
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
島
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ

in
愛
知
こ
ど
も
の
国

ア
ー
ト
＆
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
野
鳥
が
い
っ
ぱ
い
！
　
冬
の
佐
久
島

時
１
月
４
日
㈭
～
２
月
２５
日
㈰　
午
前
中

場
弁
天
サ
ロ
ン

内
冬
の
佐
久
島
を
訪
れ
る
渡
り
鳥
の
写
真
展

●
黒
壁
運
動
と
里
山
づ
く
り

時
２
月
４
日
㈰　
午
前
1０
時

場
佐
久
島
一
帯

内
黒
壁
の
街
並
み
の
修
復
と
、
大
島
公
園
の

梅
の
木
の
手
入
れ
を
行
い
ま
す
。

定
２
０
０
人
（
先
着
）

申
１
月
４
日
㈭
か
ら
、
電
話
で
弁
天
サ
ロ
ン

（
☎
７８
・
２
０
０
１
）
へ
。

謎
解
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　
冬

電
車
の
ひ
ろ
ば

新
春
ふ
く
ふ
く
大
作
戦
！

開
運
絵
馬
「
戌
―
い
ぬ
―
」

昨年の黒壁運動。あいにくの雨の中、
声を掛け合いながら行いました

つ
み
き
ひ
ろ
ば・え
ほ
ん
ひ
ろ
ば
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　１２月２日、長久手市の愛・地球博記念公園で愛知万
博メモリアル第１２回愛知県市町村対抗駅伝競走大会が
開催されました。県内５４市町村のチームが、小・中学
生、ジュニア、一般、４０歳以上で構成された９区間
２８.7㎞のコースで競い合いました。大会に向けて厳し
い練習を重ねた西尾市チーム。９人が懸命にたすきを
つなぎ、市の部１２位でゴールしました。４区の小学生
女子の部では、矢田小学校の坂田朋花さんが見事区間
賞を獲得しました。

つ なぐたすきに思いを込めて
愛知県市町村対抗駅伝競走大会

　１２月９日に、鶴城丘高校で「親子で寄せ植えIN鶴城
丘高」が行われ、親子など５組が参加しました。テー
マは「クリスマスのコンテナガーデンを作ろう」。講師
を務めた同校の教員や生徒のアドバイスを受けながら、
ポインセチアやガーデンシクラメン、プリムラなどを
バランスよく配置して寄せ植えを作りました。参加し
た男の子は「カラーサンドをガラスの容器に詰める作
業が楽しかった」「作品は持ち帰って家に飾りたい」と
うれしそうに話してくれました。

 
親子で寄せ植えIN鶴城丘高

ク リスマスに向けて寄せ植えに挑戦

　茶祖の寺として知られる紅樹院（上町）で１２月７日、
茶祖奉告祭が行われました。明治時代に西尾で茶栽培
を広めた、紅樹院の３４代住職・足立順道氏の功績をた
たえて、西尾市茶業組合が毎年行っているものです。
鶴城中学校茶道部の生徒などが抹茶と煎茶を献茶した
後、稲垣拓康組合長から晴天が続き高品質なてん茶が
できたことや、３１年に西尾市で「第7３回全国お茶まつ
り」が開催されることなどが奉告されました。

て ん茶産地としての発展を誓う
茶祖奉告祭

　環境への理解を深
めるイベント・環境
Wave２１が１２月３日、
ホワイトウェイブ２１
とクリーンセンター
で行われました。企
画の段階から環境団
体などが参加するこ

のイベントは今年で１６回目。クリスマスキャンドル作
りや迫力あるステージ、ごみの分別体験などさまざま
な催しが行われ、終日多くの人でにぎわっていました。

ご みの減量とリサイクルの推進
環境Wave21

　愛知こどもの国あ
さひが丘駐車場内に
１２月９日、スケート
リンクがオープン。
子どもから大人まで
初滑りを存分に楽し
んでいました（２月
２５日㈰まで営業／名
鉄電車を利用して来場すると滑走料金が無料）。

三 河湾を眺めながら、氷上スイスイ
県内で唯一の屋外スケートリンクがオープン
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　１１月１１日・１２日に、産業と文化を楽しむ祭典「２０１7
きらまつり」が開催されました。友好都市である山形
県米沢市や兵庫県赤穂市の物産展、お笑い芸人のステ
ージ、もち投げ、スタンプラリーなど多彩な催しがあ
り、会場のコミュニティ公園には、２日間で約５万人
が来場。地元商店の自慢の品が並ぶ青空市場やくいも
ん横丁、フリーマーケットでは、店員に商品のこだわ
りを聞きながら買い物を楽しむ来場者の姿が多く見ら
れました。

名鉄西尾・蒲郡線利用促進大会
路 線の必要性を再確認

　１１月１８日、「第１５回西尾城址薪能～大和の神々～」が
文化会館で行われ、市内外から大勢の観客が訪れまし
た。能の歴史や鑑賞のポイントなどの解説の後、一管、
仕舞、狂言、能の順に上演。狂言「福の神」には、狂
言師の野村萬斎さんが登場。人々に幸せを授ける福の
神を演じ、明るい笑い声を上げて謡い踊りました。能
「三輪」では、能楽師の武田友志さんが、美しい女性の
姿となって古代神話を語る三輪の神を演じました。観
客は華麗な装束を付けた武田さんの舞に見入り、幻想
的な物語をじっくりと楽しんでいました。

地 震災害からいかに学ぶか
西尾城シンポジウム４

　廃線が危惧されている名鉄西尾・蒲郡線（にしがま
線）の存続に向けた利用促進大会が１１月１２日に、横須
賀小学校で行われました。中学生や高校生の意見発表
などの後に行われた基調講演では、東京都から東幡豆
町に移住した藤野貴教さんが登壇。地域が持つ魅力を
生かすことの大切さを訴えました。２０２１年以降の存続
が確約されていない「にしがま線」。利用促進活動の成
果もあり、利用者は９年連続で増加していますが、今
後も地域全体で協力することが大切です。

義 理と人情のまちがにぎわう
２０１７きらまつり

能 や狂言の世界を味わう
第１５回西尾城址薪能～大和の神々～

１１月１８日、西尾城シンポジウム４「西尾城と地震災
害」が文化会館で開催されました。第１部では立命館
大学客員研究員の北原糸子氏による基調講演「災害と
城」、第２部では市史執筆員の鈴木正貴氏と市文化振
興課神尾愛子学芸員による報告が行われました。第３
部のパネルディスカッションでは、３氏と市文化振興
課長がパネリストになり、参加者からの質問に詳しく
回答していました。シンポジウムの講演録は４月初旬
から岩瀬文庫などで販売される予定です。

13 広報 平成30年１月１日号
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14広報平成30年１月１日号

対
２０
歳
～
３５
歳
の
独
身
の
女
性

時
１
月
２８
日
㈰　
午
後
１
時
～
8

時
集
合
場
所　
市
役
所
北
玄
関
前

内
場▼

イ
チ
ゴ
狩
り
…
キ
ン
グ
フ
ァ

ー
ム
（
西
浅
井
町
）

▼
交
流
会
…
ブ
ラ
ン
ポ
ル
テ

（
上
町
）

定
１５
人
（
抽
選
）

￥
２
０
０
０
円

申
問
１
月
１９
日
㈮
ま
で
に
、
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
、
電
話
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
農
林
水
産
課
農
政
担

当（
☎
６５
・
２
１
３
５
／
死no

usui@
city.nishio.lg.jp

）
へ
。

他
①
市
内
在
住
の
青
年
農
業
者
リ

ー
ダ
ー（
平
均
年
齢
２８
歳
）で

構
成
す
る
西
尾
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

②
男
性
の
参
加
者
は
市
内
の
独

身
農
業
者
で
す
。

③
市
役
所
か
ら
各
会
場
へ
の
移

動
は
主
催
者
が
手
配
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
方

時
２
月
３
日
㈯　
午
前
１０
時
～
午

後
１
時
３０
分

場
吉
良
町
公
民
館

内
農
業
者
が
講
師
と
な
り
、
地
元

産
の
食
材
を
使
っ
た
２
種
類
の

恵
方
巻
き
や
大
根
の
甘
酢
漬
け
、

か
ぼ
ち
ゃ
の
デ
ザ
ー
ト
を
作
り

ま
す
。

定
２０
人
（
抽
選
）

￥
１
２
０
０
円

講
西
尾
市
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー

プ
連
絡
研
究
会

申
問
１
月
１５
日
㈪
ま
で
に
、
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
、
直
接
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
農
林
水

産
課
農
政
担
当（
☎
６５
・
２
１

３
５
／
ＦＡＸ
５７
・
１
３
２
２
／

死nousui@
city.nishio.lg.

jp

）
へ
。

時
１
月
２０
日
㈯　
午
前
１０
時
～
１１

時
３０
分

場
尚
古
荘
（
歴
史
公
園
内
）

内
ア
ロ
マ
の
知
識
を
学
び
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
ス
プ

レ
ー
を
作
り
ま
す
。

定
２０
人
（
先
着
）

￥
１
０
０
０
円
（
抹
茶
券
付
き
）

講
宮
川
初
代
氏

申
問
１
月
１０
日
㈬
～
１８
日
㈭
に
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
旧
近
衛
邸

（
☎
５４
・
６
７
５
８
／
歴
史
公

園
内
）
へ
。

対
ど
な
た
で
も

時
２
月
９
日
㈮　
午
後
１
時
３０
分

～
３
時

場
八
ツ
面
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
「
も
の
忘
れ
と
認
知
症
～
認
知

症
に
な
ら
な
い
た
め
に
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
認
知
症
の
正
し
い

基
礎
知
識
と
早
期
発
見
・
対
応

の
重
要
性
を
学
び
ま
す
。
予
防

に
効
果
的
な
運
動
も
行
い
ま
す
。

定
８０
人
（
先
着
）

￥
無
料

講
な
か
ざ
わ
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
も

の
忘
れ
外
来
医
師　
岡
本
奨
氏

申
問
１
月
１０
日
㈬
～
２９
日
㈪
に
、

セ
ミ
ナ
ー
名
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
直

接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
地
域
支
援
協
働
課

市
民
協
働
担
当
（
☎
６５
・
２
１

７
８
／
ＦＡＸ
５７
・
１
３
１
４
／

糸kyoudou@
city.nishio.lg.

jp

）
へ
。

時
１
月
１４
日
㈰　
午
前
９
時
～
正

午
場
み
ど
り
川
桜
並
木
周
辺

内
新
鮮
な
魚
や
野
菜
な
ど
を
販
売
。

西
尾
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
と

の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
や
無
料
サ

ー
ビ
ス
、
特
売
も
行
い
ま
す
。

　
▼
豚
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
…
午
前

　
９
時
３０
分
～

　
▼
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
特
売

　
…
午
前
９
時
３０
分

　
▼
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
特
売

　
…
午
前
１０
時
３０
分

　
※
な
く
な
り
次
第
終
了

問
商
工
観
光
課
商
工
担
当
（
☎
６５

・
２
１
６
８
）、
み
ど
り
川
四

九
朝
市
組
合
（
☎
５４
・
１
４
６

９
／
朝
市
開
催
時
間
の
み
）

お
知
ら
せ

Inform
ation

催　

し

催　

し

ア
ロ
マ
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
ス
プ
レ
ー
づ
く
り

地
産
地
消

恵
方
巻
き
を
つ
く
ろ
う

畑
で
婚
活

タ
ッ
チ
・
ザ
・
ア
グ
リ

ば
ら
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

み
ど
り
川
四よ

く
ば
り九
朝
市
27
周

年
行
事

P14-18 お知らせ2.indd   14 2017/12/18   14:04:00



15 広報 平成30年１月１日号

時
１
月
１５
日
㈪
～
１９
日
㈮　
午
前

９
時
～
午
後
５
時

※
１５
日
㈪
は
午
後
１
時
か
ら
、

１９
日
㈮
は
正
午
ま
で

場
市
役
所
多
目
的
室
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

（
１
階
）

内
西
尾
文
化
協
会
・
一
色
地
域
文

化
協
会
・
吉
良
地
域
文
化
協
会

・
幡
豆
地
域
文
化
協
会
会
員
の

写
真
を
展
示
し
ま
す
。

問
文
化
振
興
課
庶
務
担
当
（
☎
５６

・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文
庫
内
）

時
１
月
２８
日
㈰　
午
後
１
時

場
岩
瀬
文
庫
研
修
ホ
ー
ル（
地
階
）

内
地
図
か
ら
読
み
解
く「
城
下
町
」

の
特
性
を
、
歴
史
地
理
学
の
専

門
家
が
分
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。

定
７０
人
（
先
着
）

￥
無
料

講
京
都
大
学
准
教
授　
山
村
亜
希

氏
他
事
前
申
し
込
み
は
不
要

問
岩
瀬
文
庫（
☎
５６
・
２
４
５
９
）

時
２
月
１０
日
㈯
・
１１
日
㈷　
午
前

９
時
～
午
後
６
時

場
幡
豆
図
書
館

内
図
書
館
や
家
庭
で
不
要
に
な
っ

た
本
を
先
着
順
で
無
料
配
布
し

ま
す
。

●
出
品
す
る
本
を
募
集

リ
サ
イ
ク
ル
市
に
出
品
す
る
本

を
募
集
し
ま
す
。
不
要
な
本
を
ご

提
供
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
１
月
１３
日
㈯
～
２
月

９
日
㈮

※
月
曜
日
を
除
く
。　

他
教
科
書
や
参
考
書
、
問
題
集
、

雑
誌
、
汚
れ
や
破
損
が
著
し
い

も
の
な
ど
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

問
幡
豆
図
書
館（
☎
６２
・
６
５
８

８
）

時
１
月
２３
日
㈫　
午
前
１０
時
～
１１

時
　
※
雨
天
時
は
２５
日
㈭
に
延
期

場
金
蓮
寺
（
吉
良
町
）

内
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
失
し

た
１
月
２６
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。
防
火
訓
練
に
併

せ
て
消
火
器
の
取
り
扱
い
を
指

導
し
ま
す
。

他
事
前
申
し
込
み
は
不
要

問
文
化
振
興
課
文
化
財
担
当
（
☎

５６
・
２
４
５
９
／
岩
瀬
文
庫
内
）

対
市
内
在
住
の
方

時
１
月
１８
日
㈭　
午
前
９
時
３０
分

集
合

※
雨
天
中
止

集
合
場
所　
ス
ギ
薬
局
住
崎
店
駐

車
場
（
住
崎
町
）

内
歴
史
公
園
を
巡
る
約
４
㎞
を
、

約
１
時
間
３０
分
か
け
て
健
康
づ

く
り
推
進
員
と
歩
き
ま
す
。

他
①
事
前
申
し
込
み
は
不
要

　
②
活
動
量
計
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
ポ
ー
ル
を
貸
し
出
し
ま
す　

　
（
午
前
９
時
ま
で
に
集
合
）。

問
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５７

・
０
６
６
１
）

対
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上
の
方

時
１
月
２６
日
㈮　
午
後
１
時
３０
分

～
３
時
３０
分

場
西
尾
市
民
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

内
体
重
・
体
脂
肪
・
筋
肉
量
・
骨

密
度
の
測
定
や
、
音
楽
健
康
指

導
士
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
健
康
体

操
な
ど

定
２５
人
（
先
着
）

￥
無
料

申
問
１
月
１０
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
西
尾
市
民

げ
ん
き
プ
ラ
ザ
（
☎
６５
・
０
１

１
１
）
へ
。

対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

他の事務所

西
尾
を
歩
こ
う
！
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
～
西
尾
コ
ー
ス
～

カ
ラ
オ
ケ
健
康
体
操
で
楽

し
く
運
動
し
よ
う
！

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

募集している市営住宅一覧
住 宅 名 間 取 り な ど 家賃（円） 戸数
宮浦住宅

（米津町宮浦６８）
１階/４階建／EV無
風呂釜など無/3DK／水洗

２０,７００
～４０,６００

１
一般向

埋畑住宅
（吉良町荻原埋
畑９１-１）

４階/４階建／EV有
風呂釜など有/3DK／水洗

２５,７００
～５０,４００

１
一般向

鎌谷住宅
（鎌谷町大河田６）

平屋／風呂釜など無
２K／非水洗

３,６００
～７,２００

１
一般・単身向

富好住宅
（吉良町富好新
田中川並２７）

１階/４階建／EV無
２K／水洗

８,１００
～１６,０００

１
一般・単身向

時申込期間▶１月５日㈮～１２日㈮
抽選日時▶１月１９日㈮　午前１０時開始
入居可能日▶３月１日㈭

他�単身者向は年齢などの制限があります。
問建築課市営住宅担当（☎６５・２１４６）

※EV＝エレベーター

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う

防
火
訓
練

岩
瀬
文
庫
講
座「
地
図
か
ら
考

え
る
三
河
・
尾
張
の
城
下
町
」

文
化
協
会
合
同
美
術
展
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16広報平成30年１月１日号

対
市
内
在
住
の
方

時
１
月
２４
日
㈬　
午
前
９
時
３０
分

～
午
後
１
時

場
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
体
に
良
い
発
酵
食
品
の
キ
ム
チ

を
白
菜
で
作
り
ま
す
。

定
２０
人
（
先
着
）

￥
６
０
０
円

講
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

は
つ
ら
つ
ク
ッ
キ
ン
グ
会
員

持
白
菜
の
塩
漬
け
½
個
（
前
日
の

朝
か
ら
塩
漬
け
し
た
も
の
を
約

１
㎏
）

申
問
１
月
１２
日
㈮
か
ら
、
電
話
で

西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５７

・
０
６
６
１
）
へ
。

対
市
内
在
住
の
方

時
１
月
３１
日
㈬　
午
後
１
時
～
３

時
場
吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー

内
地
元
の
白
菜
を
使
っ
た
キ
ム
チ

や
キ
ム
チ
の
も
と
を
作
り
ま
す
。

定
３０
人
（
先
着
）

￥
６
０
０
円

講
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地

産
地
消
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会

員
申
問
１
月
９
日
㈫
か
ら
、
電
話
で

吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３２
・

　
３
０
０
１
）
へ
。

対
市
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
親
子

時
２
月
４
日
㈰　
午
後
１
時
３０
分

～
３
時
３０
分

場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習

室
（
２
階
）

内
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
お
菓
子

を
親
子
で
作
り
ま
す
。

定
１０
組
（
先
着
）

￥
１
組
１
０
０
０
円

講
畔
柳
紀
子
氏

申
問
１
月
１０
日
㈬
～
２５
日
㈭
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
、
直
接
ま

た
は
電
話
で
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
５６
・
５
９
０
０
／
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）へ
。土
・
日

曜
日
を
除
く
。

対
小
学
生
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
祖

父
母

時
２
月
４
日
㈰　
午
前
９
時
３０
分

～
１１
時
３０
分

場
吉
良
町
公
民
館

内
幡
豆
の
ご
当
地
ス
イ
ー
ツ「
あ

ぶ
ら
菓
子
」を
孫
と
一
緒
に
作

り
ま
す
。

定
１０
組
（
抽
選
）

￥
１
０
０
０
円

講
野
口
清
美
氏

申
問
１
月
４
日
㈭
～
１７
日
㈬
に
、

直
接
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担

当
（
☎
５５
・
３
５
１
５
／
中
央

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た

は
一
色
町
公
民
館
、
吉
良
町
公

民
館
、
幡
豆
公
民
館
へ
。

対
１
歳
程
度
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

父
親

時
２
月
２５
日
㈰　
午
前
１０
時
３０
分

～
正
午

場
中
央
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
赤
ち
ゃ

ん
と
ふ
れ
あ
い
ま
す
。
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
で
一
緒
に
絵
本
も
楽

し
み
ま
す
。

定
１０
組
（
抽
選
）

￥
３
０
０
円

講
西
尾
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー

　
の
会　
倉
内
千
晴
氏

申
問
１
月
４
日
㈭
～
１７
日
㈬
に
、

直
接
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担

当
（
☎
５５
・
３
５
１
５
／
中
央

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

時
１
月
１９
日
㈮　
午
前
１０
時
～
正

午
場
市
役
所
第
１
委
員
会
室（
６
階
）

内
議
員
に
よ
る
常
任
委
員
会
視
察

な
ど
の
報
告
会
を
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
公
開
し
ま
す
。

他
事
前
申
し
込
み
は
不
要

問
議
事
課
議
事
担
当
（
☎
６５
・
２

１
８
２
）

時
３
月
３
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分

開
場
、
２
時
開
演

場
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内
鶴
城
丘
高
校
音
楽
部
ジ
ャ
ズ
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
が
時
代
を
超
え
た

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
名
曲
を
演
奏

し
ま
す
。

￥
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

入
場
券
販
売
開
始
日　
1
月
１１
日

㈭
入
場
券
販
売
場
所　
文
化
会
館
、

岩
瀬
文
庫
、
一
色
町
公
民
館
、

吉
良
町
公
民
館
、
幡
豆
公
民
館
、

西
尾
勤
労
会
館
、
中
善
楽
器

（
鶴
ヶ
崎
町
）

他
①
車
い
す
席
は
文
化
会
館
で
販

売
し
ま
す
。
②
就
学
前
の
お
子

さ
ん
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

問
文
化
会
館（
☎
５４
・
５
８
５
５
）

お 知 ら せ Information

白
菜
キ
ム
チ
作
り

キ
ム
チ
づ
く
り
教
室

鶴
城
丘
高
校
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

～
吹
き
抜
け
る
春
の
嵐
～

す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
パ
パ
講

座
～
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
～

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

親
子
お
菓
子
づ
く
り
講
座

孫
と
一
緒
に
あ
ぶ
ら
菓
子

づ
く
り

市
議
会
行
政
視
察
報
告
会
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対
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族

時
１
月
２４
日
㈬　
午
後
１
時
３０
分

～
３
時
３０
分

場
市
役
所
５３
会
議
室
（
５
階
）

内
介
護
の
悩
み
を
話
し
合
い
ま
す
。

今
回
は
、
講
話
「
家
族
で
で
き

る
簡
単
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
術
・
腰

痛
予
防
」
も
行
い
ま
す
。

￥
無
料

講
理
学
療
法
士　
深
見
重
夫
氏

他
事
前
申
し
込
み
は
不
要

問
長
寿
課
地
域
支
援
事
業
担
当

（
☎
６５
・
２
１
２
０
）

対
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

　
①
糖
尿
病
ま
た
は
高
血
圧
の
治

療
を
受
け
て
い
る
方　

②
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値
が
５
・
６
％

以
上
の
方

③
最
高
血
圧
１
３
０
Hg
以
上
、

最
低
血
圧
８５
㎜
Hg
以
上
の
方

時
２
月
２
日
㈮
・
２０
日
㈫
、
３
月

２
日
㈮
・
２７
日
㈫　
午
前
９
時

～
正
午

場
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
管
理
栄
養
士
に
よ
る
個
別
相
談
。

１
人
４０
分
程
度

定
各
日
３
人
程
度
（
先
着
）

￥
無
料

申
問
相
談
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、

電
話
で
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
５７
・
０
６
６
１
）
へ
。

給
与
支
払
報
告
書
は
、
市
・
県

民
税
を
算
出
す
る
基
礎
資
料
と
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
事
業
主

の
方
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
２９

年
中
に
退
職
し
た
方
も
提
出
が
必

要
で
す
。
給
与
支
払
報
告
書
に
は

個
人
番
号
ま
た
は
法
人
番
号
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

対
１
月
１
日
現
在
、
市
内
在
住
の

方
に
対
し
て
、
２９
年
中
に
給
与

を
支
払
っ
た
個
人
事
業
主
ま
た

は
法
人

提
出
部
数　
▼
総
括
表
…
１
部　

▼
個
人
別
明
細
書
…
２
部

提
出
方
法　
１
月
３１
日
㈬
ま
で
に
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
税
務
課
市

民
税
担
当
（
〒
４
４
５

－

８
５

０
１
住
所
不
要
）
へ
。
給
与
支

払
報
告
書
は
同
課
に
用
意

●
市
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
を
実

施
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方
へ

市
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
は
、

「
給
与
支
払
者
が
、
所
得
税
の
源

泉
徴
収
と
同
様
に
市
・
県
民
税
の

納
税
義
務
者
で
あ
る
給
与
所
得
者

に
代
わ
っ
て
、
毎
月
従
業
員
に
支

払
う
給
与
か
ら
市
・
県
民
税
を
徴

収
し
、
納
入
す
る
」
制
度
で
す
。

特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い
な
い
事

業
主
の
方
は
、
積
極
的
に
切
り
替

え
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
市
民
税
担
当
（
☎
６５
・

２
１
２
４
）

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
期
限

は
１
月
３１
日
㈬
で
す
。
該
当
す
る

方
は
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

対
１
月
１
日
現
在
、
市
内
で
事
業

に
使
っ
て
い
る
償
却
資
産
（
構

築
物
、
機
械
、
工
具
、
備
品
な

ど
）
を
所
有
し
て
い
る
方

問
税
務
課
家
屋
・
償
却
担
当
（
☎

６５
・
２
１
２
７
）

採
用
職
種　
臨
床
検
査
技
師

募
集
人
員　
１
人

対
臨
床
検
査
技
師
の
資
格
免
許
を

有
す
る
方

採
用
予
定
日　
２
月
１
日

勤
務
時
間　
月
～
金
曜
日　
午
前

８
時
３０
分
～
午
後
５
時

　
※
勤
務
時
間
は
相
談
可

賃
金　
月
額
２６
万
７
６
０
０
円

選
考
方
法　
面
接

面
接
日
時　
随
時

持
履
歴
書
（
３
か
月
以
内
に
撮
影

し
た
写
真
を
貼
付
）、
資
格
免

許
証
の
写
し

申
問
１
月
１９
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
市
民
病
院
管
理
課
職
員
担
当

（
☎
５６
・
３
１
７
１
）
へ
。

対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

税税

糖
尿
病
・
高
血
圧
の
た
め

の
栄
養
相
談

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

は
１
月
31
日
ま
で

保　

健

保　

健

福　

祉

福　

祉

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
31
日
ま
で

情 報 通 信
■シーサイド吉良分譲宅地を募集中
▶所在地／吉良町吉田東中浜地内▶宅地面積／１９９．９０
～２１６．０５㎡▶宅地価格／６５７～８１２万円▶宅地数／１１宅
地（先着）他①建築条件はありません。②３月３０日㈮
までに宅地購入を申し出た方には、住宅関連費用を最
高７３万円キャッシュバック問県住宅供給公社総務企画
課経営企画室（☎０５２・９５４・１３３１／名古屋市中区）

■発明クラブ見学会

時２月３日㈯午前１０時～１１時場高齢者交流広場さく
ら会館（桜町）内発明クラブや指導員の活動を見学し
ます。申問１月２９日㈪までに、申込書を郵送またはフ
ァクス、Ｅメールで県産業科学技術課研究開発支援グ
ループ（☎０５２・９５４・６３７０／〒４６０-８５０１名古屋市中区
三の丸３-１-２／ＦＡＸ０５２・９５４・６９７７／死san-kagi@pref.
aichi.lg.jp）へ。

募　

集

募　

集

市
民
病
院
の
臨
時
職
員

●市県民税（普通徴収分）…………第４期
●国民健康保険税（普通徴収分）…第７期
●介護保険料（普通徴収分）………第７期
●後期高齢者医療保険料（普通徴収分）
　　　　　　　　　　　　　　…第７期

今月の納期今月の納期

納期限　１月31日㈬
その他　口座振替の方は残高をご確認く
　ださい。なお、再振替はできません。
問合先　収納課管理担当（☎65・2132）
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採
用
職
種
　
薬
剤
師
、
臨
床
検
査

技
師

募
集
人
員　
各
１
人
程
度　

対
昭
和
６３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
、
資
格
免
許
を
有
す
る
ま

た
は
取
得
見
込
み
の
方

採
用
予
定
日　
４
月
１
日

※
取
得
見
込
者
が
３０
年
３
月
末

ま
で
に
資
格
免
許
を
取
得
で

き
な
い
場
合
は
、
不
採
用

選
考
方
法　
ア
ン
ケ
ー
ト
、
作
文
、

面
接

試
験
日
時
　
２
月
３
日
㈯

試
験
場
所　
市
民
病
院
講
堂
（
２

階
）

提
出
書
類（
各
１
通
）　
①
受
験
申

込
書　
②
学
業
成
績
証
明
書　

③
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見

込
証
明
書　

④
身
体
検
査
書

（
１
年
以
内
に
受
診
し
た
も
の
）

⑤
資
格
免
許
証
の
写
し
（
所
有

者
の
み
）

申
問
１
月
４
日
㈭
～
２６
日
㈮
に
、

提
出
書
類
を
本
人
が
直
接
市
民

病
院
管
理
課
職
員
担
当
（
☎
５６

・
３
１
７
１
）
へ
。

他
募
集
要
項
・
受
験
申
込
書
は
市

民
病
院
管
理
課
に
用
意
。
市
民

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

対
保
護
者
や
同
居
の
親
族
が
就
労

な
ど
に
よ
り
、
保
育
で
き
な
い

小
学
新
１
～
６
年
生
の
児
童

利
用
期
間　
▼
学
年
末
…
３
月
２４

日
㈯
～
３１
日
㈯　
▼
学
年
始
…

４
月
２
日
㈪
～
５
日
㈭

　
※
３０
年
度
の
新
１
年
生
は
、
学

　
年
末
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

保
育
時
間　
午
前
８
時
～
午
後
６

時
３０
分
で
、
保
護
者
な
ど
の
就

労
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
時
間

　
※
午
後
6
時
～
６
時
３０
分
は
延

　
長
保
育
と
な
り
ま
す
。

保
育
料
（
各
期
間
分
）　

　
▼
学
年
末
…
２
８
５
０
円

　
▼
学
年
始
…
１
９
０
０
円

※
お
や
つ
代
２
５
０
円
と
延
長

保
育
料
５
０
０
円
が
、
各
期

間
で
別
途
必
要
で
す
。

申
２
月
２
日
㈮
ま
で
に
、
申
請
書

と
就
労
証
明
書
な
ど
を
、
直
接

各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
子
育
て

支
援
課
へ
。
申
請
書
は
１
月
４

日
㈭
か
ら
各
児
童
ク
ラ
ブ
と
同

課
に
用
意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

他
①
就
労
や
家
庭
、
定
員
の
状
況

に
よ
り
、
入
会
で
き
な
い
場
合

や
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
②
春
休
み
期
間
は
入

会
で
き
る
ク
ラ
ブ
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
③
夏
休
み
以
降
の
長

期
休
業
の
利
用
は
、
そ
の
都
度

募
集
し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
福
祉
担

当
（
☎
６５
・
２
１
０
８
）

対
１８
歳
～
６４
歳
の
方

　
※
高
校
生
を
除
く
。

定
２０
人
程
度

勤
務
日　
月
～
土
曜
日
の
う
ち
週

３
～
５
日

勤
務
時
間　
▼
月
～
金
曜
日
…
午

後
０
時
４０
分
～
６
時
４０
分
の
う

ち
４
時
間　
▼
土
曜
日
、
学
校

休
業
日（
代
休
日
）、
春
・
夏
・

冬
休
み
期
間
…
午
前
７
時
４５
分

～
午
後
６
時
４０
分
の
う
ち
６
時

間
以
内

勤
務
内
容　
小
学
生
の
保
育

賃
金
　
時
給
９
３
０
円

※
別
途
通
勤
手
当
を
支
給
。
保

育
士
・
教
諭
の
免
許
を
有
す

る
方
は
時
給
１
０
７
０
円

採
用
予
定
日　
４
月
１
日

選
考
方
法　
面
接

　
※
面
接
は
随
時
実
施
。
日
時
は

　
申
込
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

提
出
書
類　
履
歴
書
（
３
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
）

申
問
２
月
９
日
㈮
ま
で
に
、
提
出

書
類
を
直
接
子
育
て
支
援
課
こ

ど
も
福
祉
担
当
（
☎
６５
・
２
１

０
８
）
へ
。

時
１
月
１９
日
㈮　
午
後
７
時

場
市
役
所
多
目
的
室
（
１
階
）

内
西
三
河
都
市
計
画
区
域
区
分
の

変
更
に
関
す
る
説
明
会

▼
市
街
化
区
域
に
編
入
…
中
畑

平
坂
地
区
、
南
中
根
地
区

▼
市
街
化
調
整
区
域
に
編
入
…

寺
部
地
区
、
堂
山
地
区

問
都
市
計
画
課
計
画
担
当
（
☎
６５

・
２
１
４
４
）

対
４５
歳
未
満
で
、
就
職
に
関
す
る

悩
み
を
持
つ
求
職
者
（
学
生
を

含
む
）
ま
た
は
そ
の
家
族

時
１
月
２３
日
㈫　
午
後
１
時
～
４

時※
相
談
時
間
は
１
回
５０
分
以
内

場
市
役
所
３１
相
談
室
（
３
階
）

内
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
。
職
業
は
紹
介
し
ま
せ
ん
。

定
３
人
（
先
着
）

￥
無
料

申
問
１
月
１６
日
㈫
ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
商
工
観
光
課
商

工
担
当（
☎
６５
・
２
１
６
８
）へ
。

時
3
月
３０
日
㈮　
午
後
6
時
開
場
、

６
時
３０
分
開
演

場
蒲
郡
市
民
会
館
（
蒲
郡
市
栄
町

／
名
鉄
蒲
郡
駅
か
ら
徒
歩
７
分
）

出
演　
南
こ
う
せ
つ
、
ウ
ー
・
フ

ァ
ン

曲
目　
神
田
川
、
妹
、
夢
一
夜　

ほ
か

￥
▼
前
売
り
券
…
２
０
０
０
円

　
▼
当
日
券
…
２
５
０
０
円

　
※
宝
く
じ
文
化
公
演
事
業
の
た

　
め
特
別
料
金

入
場
券
販
売
開
始
日　
1
月
２７
日

㈯
入
場
券
販
売
場
所　
蒲
郡
市
民
会

館
ほ
か

他
就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
入
場
で

き
ま
せ
ん
。

問
蒲
郡
市
生
涯
学
習
課
（
☎
０
５

３
３
・
６６
・
１
１
６
７
）

お 知 ら せ Information

児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

（
臨
時
職
員
）

市
民
病
院
の
職
員

そ
の
他

そ
の
他

若
年
者
就
職
相
談

都
市
計
画
の
変
更
に
関
す

る
説
明
会

電
車
で
行
こ
う
！

電
車
で
行
こ
う
！

春
休
み
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
児
童

宝
く
じ
ま
ち
の
音
楽
会

南
こ
う
せ
つ with 

ウ
ー
・
フ

ァ
ン
心
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
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問企業誘致課企業誘致担当（☎６５・２１５８）

頑張るものづくり企業を応援します

鋳物空間を追求する
業界トップとしてさらなる進化を

高品質なものづくりと環境技術で
社会に貢献

榊原工業株式会社

複雑な形状の鋳物を作るために欠かせない「中
なか
子
ご
」

を製造する榊原工業㈱。中子は鋳物の中に空洞を作
るための砂型です。入社６年目の川口奨太さん（一
色町）は樹脂を混ぜた砂をガスバーナーの熱などで
固め、出来上がった砂型をヤスリで整形する作業を
担当しています。
入社したての頃は、夏になるとガスバーナーの熱

で体調を崩すこともしばしば。それでも、休日に格
闘技のジムに通って体を鍛えているうちに、今では
社内トップクラスのタフさを身に付けたそうです。
また、機械操作や作業では、ロボットにも負けない
と自他ともに認める正確さが誇りとのこと。
飼っているポニーが出迎えてくれる同社は、社員

の大半が地元採用。地域貢献にも積極的に取り組み、
若手社員には消防団への入団を推奨しています。も

ちろん、川口さんも消防団員です。「会社の仕事も
消防団の活動も、つらく厳しいところがある。でも、
地元の仲間が大勢いるので心強い。地域のつながり
は大切だと感じる」と語る川口さん。格闘技で鍛え
た体と消防団で培われた地元愛の両輪で、西尾の
「ものづくり」を前進させています。

今年で創業１００周年を迎え、自動車部品の開発か
ら製造までを担う専門メーカー㈱オティックス。数
々の製品が国内外の自動車メーカーで採用されてい
ます。入社６年目の鈴木健矢さん（中畑町）は２９年
６月から１０か月間に及ぶ社内教育プログラム「技能
開発塾」で、ものづくりを基礎から勉強する日々を
送っています。
鈴木さんは入社以来、保全係に配属され機械のメ
ンテナンスを担当していました。多くの知識や技能

を必要とする職場で、先輩に追い付こうと積極的に
取り組む姿勢が評価され、第１４期塾生に選ばれまし
た。「現場から完全に離れて勉強一筋。自分が期待
されていると思うとやりがいはあるが、プレッシャ
ーも感じている」。そんなプレッシャーを和らげて
くれるのが、小学生の頃から続けている野球での息
抜き。休日は地元の草野球チームで汗を流している
そうです。「ものづくりも野球も基礎が大切。基礎
を徹底して職場で頼られるようになりたい」と鈴木
さん。充実した社内教育と若者の向上心が、西尾の
「ものづくり」の未来を創ります。

　このコーナー「ほんものづくり隊」は、「ものづくりのまち西
尾」の知名度向上プロジェクトの一環で掲載しています。製造
業を主たる事業とし、冊子「頑張るものづくり企業in西尾」に
掲載の企業をリレーで紹介し、地域産業の活性化を目指します。

DATA
本社所在地／一色町大塚赤西１８-３
問合先／☎７２・７４５４　分野／鋳物中子製造業
資本金／１,０００万円　従業員数／１３０人

DATA
本社所在地／中畑町浜田下１０
問合先／☎５９ ・ ６４８１　分野／輸送用機械器具製造業
資本金／３億３００万円　従業員数／１,１３９人

株式会社オティックス
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昨
今
、
若
い
女
性
を
中
心
に
す
っ

か
り
ブ
ー
ム
の「
御
朱
印
集
め
」。
人

気
の
理
由
は
、
何
と
い
っ
て
も
各
寺

社
の
特
徴
あ
る
御
朱
印
の
美
し
さ
。

墨
の
書
の
筆
使
い
と
、
朱
色
の
印
の

デ
ザ
イ
ン
に
魅
せ
ら
れ
ま
す
。
参
拝

や
旅
の
思
い
出
を
手
元
に
残
せ
る
の

も
、
魅
力
の
一
つ
の
よ
う
で
す
。

　
御
朱
印
は
元
々
、
寺
院
へ
の
参
拝

者
が
写
経
を
納
め
た
時
に
信
仰
の
証

し
と
し
て
頂
く
も
の
で
し
た
が
、
現

在
で
は
、
納
経
し
な
く
て
も
寺
社
を

参
拝
し
た
証
し
に
書
い
て
い
た
だ
け

ま
す
。
今
回
は
す
て
き
な
御
朱
印
を

頂
き
に
、
市
内
の
神
社
仏
閣
を
訪
れ

ま
し
た
。

  

神
社

①
伊
文
神
社

　
西
尾
祇
園
祭
で
お
な
じ
み
、
西
尾

の
総
鎮
守
。
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
生

い
茂
る
草
木
が
神
域
を
思
わ
せ
、
身

も
心
も
引
き
締
ま
り
ま
す
。
神
社
の

御
朱
印
は
寺
院
と
比
べ
て
シ
ン
プ
ル

な
も
の
が
多
い
そ
う
で
す
が
、
シ
ン

プ
ル
ゆ
え
に
気
品
を
感
じ
ま
す
。

…
伊
文
町
／
☎
57
・
２
８
３
８

②
諏
訪
神
社

　
ろ
う
そ
く
を
形
取
っ
た
印
が
押
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
８
月
に
行
わ

れ
る
三
河
一
色
大
提
灯
ま
つ
り
で
提

灯
の
中
に
入
れ
る
ろ
う
そ
く
を
表
し

て
い
る
と
の
こ
と
。「
そ
の
神
社
や

寺
院
な
ら
で
は
」
の
御
朱
印
に
魅
せ

ら
れ
ま
す
。

…
一
色
町
／
☎
73
・
４
２
７
６

  
寺
院

③
金
蓮
寺

　
弥
陀
堂
は
県
内
最
古
の
木
造
建
築

物
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
御
朱
印
を
よ
く
見
る
と
、
顔
が

「
国
」、体
が「
宝
」、両
手
が「
み
」「
ダ
」、

最
後
に「
堂
」と
書
か
れ
、「
国
宝
弥
陀

堂
」と
な
っ
て
い
ま
す
。「
世
の
中
ま

〜
る
く
笑
顔
で
元
気
」
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
た
御
朱
印
は
、
見
る
人

誰
を
も
笑
顔
に
し
て
く
れ
ま
す
。

…
吉
良
町
／
☎
32
・
２
０
６
３

④
華
蔵
寺

　
吉
良
家
の
菩ぼ

提だ
い

寺
と
し
て
有
名
。

寺
院
の
御
朱
印
の
中
央
に
は
一
般
に
、

御
本
尊
や
御
堂
の
名
称
が
書
か
れ
る

こ
と
が
多
く
、
華
蔵
寺
で
は
御
本
尊

の
名
称
「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

…
吉
良
町
／
☎
35
・
０
９
３
５

⑤
妙
善
寺

　
「
ハ
ズ
観
音
」「
か
ぼ
ち
ゃ
寺
」の
名

称
の
方
が
知
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
毎
年
冬
至
の
日
に
、
か
ぼ

ち
ゃ
サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

境
内
の
あ
ち
こ
ち
に
、
か
ぼ
ち
ゃ
に

ま
つ
わ
る
仏
様
や
置
き
物
が
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
御
朱
印
に
も
か
ぼ
ち

ゃ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
よ
。

…
東
幡
豆
町
／
☎
62
・
２
２
９
７

　
い
ず
れ
の
寺
社
も
、
担
当
の
方
が

不
在
ま
た
は
多
忙
の
場
合
は
御
朱
印

を
頂
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
電
話
で
確
認
し
て
か
ら
伺

う
と
確
実
で
す
。
御
朱
印
を
頂
く
に

は
、
初
穂
料
ま
た
は
納
経
料
が
原
則

３
０
０
円
必
要
で
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
寺
社
以
外
に
も
、

御
朱
印
が
頂
け
る
と
こ
ろ
は
市
内
に

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
年
は
西
尾

で
御
朱
印
集
め
、
ぜ
ひ
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
公
募
に
よ
り
選

ば
れ
た
市
民
記
者
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
目
線
で
、
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

西
尾
で
ゆ
る
り
寺
社
巡
り

個
性
あ
ふ
れ
る
御
朱
印
集
め

広報サポーター
渡邊由佳さん
（矢曽根町）

①②③④⑤
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吟詠を楽しむ

三河岳精会
西尾鶴城教場

西
尾
鶴
城
教
場
は
、
平
成
１４
年
か
ら
１

年
近
く
行
わ
れ
た
詩
吟
の
入
門
講
座
が
発

展
し
、
発
足
し
ま
し
た
。
三
河
岳
精
会
の

深
浦
精
正
会
長
の
指
導
の
下
、
現
在
は
会

員
８
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

詩
吟
は
自
分
が
出
せ
る
音
の
高
さ
に
合

せ
て
、
腹
式
呼
吸
で
声
を
出
し
て
俳
句
や

短
歌（
和
歌
）、
漢
詩
な
ど
を
吟
じ
ま
す
。

先
生
の
力
の
入
っ
た
指
導
を
受
け
、
仲
間

と
の「
合
吟
」や
一
人
で
吟
ず
る「
独
吟
」

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
健
康
維
持
や
ぼ
け

防
止
に
効
果
が
あ
り
、
生
き
が
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。

市
内
外
で
行
う
吟
詠
会
で
練
習
の
成
果

を
披
露
し
て
い
る
ほ
か
、
詩
吟
に
合
わ
せ

て
舞
う
剣
舞
や
詩
舞
の
舞
台
な
ど
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
観
客
と
直
接
ふ
れ
あ
い
、

う
れ
し
い
感
想
を
も
ら
え
る
の
が
楽
し
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
２８
年
１１
月
に
は
、

三
河
岳
精
会
女
子
と
し
て
全
国
武
道

館
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
、
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

毎
週
火
曜
日
の
午
後
１
時
３０
分
か

ら
、
ア
ク
テ
ィ
に
し
お
で
練
習
し
て

い
ま
す
。
見
学
に
来
て
、
詩
吟
の
魅

力
を
体
感
し
、
仲
間
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

問
杉
田
（
☎
57
・
４
４
１
０
／
熊
味

町
）

このコーナーに登場してくれるサークル・
ボランティア団体を募集しています。詳し
くは、秘書課広報担当（☎６５・２１５９）へ。

岡田 悠
ゆう

希
き

くん

（西浅井町）
平成２８年１月生まれ
食いしん坊でマイペー
スな悠希くん。元気い
っぱい大きくなーれ！

仲本 真
ま

彩
い

ちゃん

（熊味町）
平成２８年７月生まれ
お姉ちゃんが大好きな
真彩。仲良く元気に大
きくなってね♡

三矢 莉
り

子
こ

ちゃん

（一色町）
平成２８年１月生まれ
お話し上手でいつも元
気な莉子。いっぱいお
話ししようね。

田崎 なずなちゃん

（山下町）
平成２８年１月生まれ
いつも明るいなっちゃ
ん♡思いやりのある優
しい女の子になってね。

鈴木 柚
ゆず

葉
は

ちゃん

（高河原町）
平成２８年１２月生まれ
何でも興味津々の柚ち
ゃん。お姉ちゃんと仲
良くね。

鵜殿 悠
ゆう

生
せい

くん

（つくしが丘一丁目）
平成２８年１月生まれ
元気いっぱい走るの大
好き！悠生からたくさ
ん幸せもらってるよ♡

鈴木 湊
みな

人
と

くん

（寺部町）
平成２７年９月生まれ
ねえねが大好きで甘え
ん坊の湊人。元気いっ
ぱいに大きくなぁれ。

石川 夕
ゆう

悟
ご

くん

（上矢田町）
平成２８年７月生まれ
笑うとえびす顔になる
夕悟どん。兄弟３人た
くましく育ってね。
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「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
」
で
楽
し
く
運
動

寒
い
時
期
も
快
適
に ス
ポ
ー
ツ
に
し
お

ス
ポ
ー
ツ
に
し
お
Ｖ
ｏ
ｌ・3４

戌
年
の
今
年
、
犬
の
愛
ら
し
い
姿
が
あ
ふ
れ
、
愛
犬
家
の
方
に
は
楽
し
い
１
年

の
始
ま
り
で
し
ょ
う
。
犬
は
愛
玩
動
物
と
さ
れ
る
一
方
で
、
勇
猛
果
敢
な
騎
士
と

し
て
の
姿
が
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
そ
ん
な
勇
敢
な

犬
の
お
話
で
す
。

弘
化
２（
１
８
４
５
）年
、
土
佐
国
安
喜
郡
一
宮
村
（
現
・
高
知
県
安
芸
市
）
の

寅
次
１０
歳
と
乙
治
７
歳
の
兄
弟
は
、
愛
犬
と
共
に
山
へ
柴
取
り
に
出
掛
け
ま
し
た
。

途
中
、
乙
治
が
転
ん
だ
拍
子
に
谷
へ
転
落
し
て
し
ま
い
ま
す
。
谷
底
ま
で
落
ち
れ

ば
岩
に
体
を
叩
き
つ
け
ら
れ
、
そ
の
危
う
さ
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

危
機
に
い
ち
早
く
駆
け
だ
し
た
の
は
兄
弟
の
愛
犬
。
幾
度
も
失
敗
し
な
が
ら
、
な

ん
と
か
寸
前
で
胸
元
の
襟
を
く
わ
え
て
、
谷
底
へ
落
ち
る
の
を
防
い
だ
の
で
す
。

寅
次
も
す
ぐ
さ
ま
谷
に
駆
け
下
り
て
、
く
わ
え
ら
れ
、
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
乙
治

を
救
い
出
し
ま
す
。
気
を
失
っ
た
乙
治
は
寅
次
に
背
負
わ
れ
て
山
道
を
下
り
、
医

師
の
診
察
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
命
に
関
わ
る
ほ
ど
の
傷
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
疾と

く
駆
け
出
し
、
身
は
谷
底
に

く
だ
け
て
も
、
と
乙
治
を
救
っ
た
そ

の
勲
功
は
、
敵
城
の
神
速
の
名
犬
に

お
く
れ
ず
、
猛
虎
を
倒
し
た
る
逸
物

の
犬
に
劣
ら
ず
、
主
の
た
め
に
大
蛇

を
平
ら
げ
る
忠
烈
の
霊
犬
に
も
恥
じ

ず
」
と
、
話
を
聞
い
た
筆
者
の
楠く
す
の
せ瀬

春し
ゅ
ん
さ
い斎（
土
佐
藩
士
と
考
え
ら
れ
る
）は

賞
賛
し
て
い
ま
す
。
今
も
な
お
、
こ

の
地
に
は
幼
子
を
助
け
た
忠
犬
を
讃

え
る
墓
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
戌
年

の
今
年
は
か
わ
い
ら
し
い
姿
だ
け
で

な
く
、
本
書
の
よ
う
な
勇
猛
さ
に
あ

ふ
れ
た
犬
た
ち
が
活
躍
す
る
姿
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
問岩瀬文庫（☎５６・２４５９）

岩
瀬
文
庫
学
芸
員　
青
木　
眞
美

犬い
ぬ

之の

奇き

談だ
ん

　
　
　
（
１
３
４
―
３７
）
１
冊

問
ス
ポ
ー
ツ
課
施
設
担
当
（
☎
54
・
０
０
０
２
／
総
合
体
育
館
内
）

ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
イ
ブ
２１
（
☎
３4
・
８
２
２
２
）

寒
い
冬
の
時
期
、
屋
外
で
の
運
動
が

つ
ら
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

総
合
体
育
館
と
中
央
体
育
館
、
ホ
ワ
イ

ト
ウ
ェ
イ
ブ
２１
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

が
あ
り
ま
す
。
室
内
は
天
候
や
気
温
に

左
右
さ
れ
な
い
た
め
、
快
適
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
き
ま
す
。
ま
た
、
常
駐
す
る

ト
レ
ー
ナ
ー
が
、
個
人
の
体
力
に
合
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
を
組
ん
で
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
く
れ
ま
す
。

混
雑
す
る
時
間
帯
も
あ
り
ま
す
が
、

月
～
金
曜
日
の
昼
間
と
土
・
日
曜
日
の

午
後
５
時
以
降
は
比
較
的
空
い
て
い
ま

す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
し
て
、

年
末
年
始
に
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
体

を
リ
セ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

機
器
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

総
合
体
育
館
と
中
央
体
育
館
で
は
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
機
器
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
ラ
ン
ニ
ン

グ
や
バ
イ
ク
な
ど
の
有
酸
素
系
運
動
マ

シ
ン
を
最
新
型
に
変
更
。
総
合
体
育
館

で
は
、
内
外
腹
斜
筋
を
鍛
え
る
機
器
と
、

筋
力
ア
ッ
プ
や
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
な
ど

に
効
果
的
な
機
器
を
増
や
し
ま
し
た
。

本書など原本を実際に手に取って読める
岩瀬文庫へ、ぜひお越しください

マ
シ
ン
が
新
し
く
な
っ
て
使
い
や

す
い
で
す
ね
。
１０
年
以
上
施
設
を
利

用
し
て
い
ま
す
が
、
始
め
た
頃
は
立

っ
て
い
る
だ
け
で
腰
か
ら
足
に
か
け

て
し
び
れ
た
り
、
野
球
の
ボ
ー
ル
が

投
げ
に
く
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
な
の
か
、
し
び

れ
は
少
な
く
な
り
、
肩
の
可
動
域
が

広
が
っ
て
投
球
動
作
が
楽
に
な
り
ま

し
た
。
知
り
合
い
も
増
え
、
運
動
し

な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
も
楽
し

い
で
す
よ
。

新しく導入された機器で
トレーニングする中村さん

利
用
者
の
声（
中
村
さ
ん
／
矢
曽
根
町
）
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西 尾 市 の デ ー タ

元旦に吉良ワイキキビーチで撮影し
た一枚です。水面をきらめかせなが
ら、渥美半島越しに神々しく初日の
出が昇ってきます。この場所は三ヶ
根山山頂と並ぶ人気の初日の出スポ
ット。訪れる人たちは、振る舞われ
る甘酒やコーヒーを飲んだり、身を
寄せ合ったりしながら寒さに耐え、
待ちわびた新年の夜明けを迎えます。

先日、市職員を対象に、現役の新聞
記者から報道発表の基本を学ぶ研修
が行われました。内容は「タイトル
・文章は簡潔に」「行政用語は極力控
える」など、広報紙を作成する上で
も重要なことばかり。日頃繰り返し
行う校正作業の中で身に付けたつも
りでも、まだまだです。手に取って
読んでいただくのはもちろんですが、
納得したり行動したりしてもらえる
のが広報の目的。「伝える」ではなく、
「伝わる」広報にしおを目指して今
年も精進します。（ゆ）

編 集 雑 記

今 月 の 表 紙

【 西 尾 市 役 所 】
URL	（パソコン）　http://www.city.nishio.aichi.jp/
	 （携帯電話）　http://www.city.nishio.aichi.jp/mob/
E-mail　nishio@city.nishio.lg.jp
■本　　庁	 ☎0563・56・2111（代表）
	 〒445ー8501　西尾市寄住町下田22
■一色支所	 ☎0563・72・7111（代表）
	 〒444ー0492　西尾市一色町一色東前新田8
■吉良支所	 ☎0563・32・1111（代表）
	 〒444ー0596　西尾市吉良町荻原川畑20
■幡豆支所	 ☎0563・62・5511（代表）
	 〒444ー0798　西尾市西幡豆町仲田14ー2

バーコード対応の携帯
電話などで読み取ると
「モバイル＠西尾市役
所」が閲覧できます。

●
佐
久
島
中
学
校

●
寺
津
中
学
校

　
１１
月
１７
日
に
文
化
の
集
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
大

勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、
ク
ラ
ス
ご
と

に
練
習
の
成
果
を
披
露
。
息
の
合
っ
た

歌
声
が
会
場
に
響
き
、
歌
い
終
わ
る
と

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
１２
月
３
日
、
古
墳
整
備
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
に
１
回
、

手
入
れ
が
な
か
な
か
行
き
届
か
な
い
古

墳
を
整
備
す
る
こ
の
行
事
。
島
を
訪
れ

る
人
が
見
学
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

黙
々
と
草
刈
り
な
ど
に
励
み
ま
し
た
。

●
一
色
南
部
小
学
校

　
１２
月
７
日
、
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
毎
朝
の
業
前
マ
ラ
ソ
ン
の
成
果

を
発
揮
し
よ
う
と
各
学
年
８
チ
ー
ム
が

出
場
。
児
童
は
、
観
衆
の
大
声
援
を
受

け
て
力
い
っ
ぱ
い
走
り
、
次
の
走
者
に

た
す
き
を
つ
な
い
で
い
ま
し
た
。

■人口

■交通事故の状況

■消防の状況
火災 救助 救 急

11月 1件 4件 538件
29年累計 68件 40件 6,029件

１２月１日現在 前 月 比
男性 87,048人 ＋19人
女性 84,836人 －48人
計 171,884人 －29人
世帯数 63,366世帯 ＋55世帯

人身事故
件 数

死 傷 者
負傷者 死亡者

11月 61件 75人 0人
29年累計 642件 779人 2人

■犯罪発生の状況
刑法犯総数 侵入盗特殊詐欺

11月 74件 17件 1件
29年累計
（被害総額） 761件 126件 7件

2,415万円
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全
面
広
告
財
源
確
保
の
た
め
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
市
が
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
に
つ
い
て
は
直
接
広
告
主
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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